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次の にあてはまる数値を答えよ．

次の等式を満たす 2つの関数 f(x), g(x)を考える．∫ x

a

f(t) dt = −x3 + 3x2 + 9x+ 5

g(x) =

∫ x

−2

f(t) dt

ただし，aは定数とする．このとき，次のことがいえる．

(1)

∫ a

a

f(t) dt = ア である．

よって，aの値は

a = イウ , エ

である．

(2) 2つの関数 f(x), g(x)は

f(x) = オカ x2 + キ x+ ク

g(x) = −x3 + ケ x+ コ x− サ

である．

(3) 関数 g(x)は

x = シス のとき, 極小値 セソ

x = タ のとき, 極大値 チツ

をとる．

(4) 方程式 g(x) = kが異なる 2個の正の解と 1個の負の解をもつとき，定数 kのと

りうる値の範囲は

テト < k < ナニ

である．
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【答】
ア

0

イウ

−1

エ

5

オカ

−3

キ

6

ク

9

ケ

3

コ

9

サ

2

シス

−1

セソ

−7

タ

3

チツ

25

テト

−2

ナニ

25

【解答】 ∫ x

a

f(t) dt = −x3 + 3x2 + 9x+ 5 …… 1⃝

g(x) =

∫ x

−2

f(t) dt …… 2⃝



2

(1)

∫ a

a

f(t) dt = 0であるから， 1⃝において x = aとすると ……（答）

0 = −a3 + 3a2 + 9a+ 5

− (a+ 1)2(a− 5) = 0

∴ a = −1, 5 ……（答）

である．
(2) 1⃝の辺々を xで微分することにより

f(x) = −3x2 + 6x+ 9 ……（答）

を得る．これより 2⃝は

g(x) =

∫ x

−2

f(t) dt

=
[
− t3 + 3t2 + 9t

]x
−2

= −x3 + 3x2 + 9x− (8 + 12− 18)

= −x3 + 3x2 + 9x− 2 ……（答）

である．
(3) 関数 g(x)を微分すると

g′(x) = −3x2 + 6x+ 9

= −3(x+ 1)(x− 3)

であり，g(x)の増減は下表となる．

x · · · −1 · · · 3 · · ·
g′(x) − 0 + 0 −
g(x) −7 25

よって，g(x)は

x = −1のとき， 極小値−7 ……（答）

x = 3のとき， 極大値 25 ……（答）

をとる．
(4) 方程式 g(x) = kの解は，y = g(x)のグラフと直線 y = k

y = g(x)

y = k

−2 3

25

x

y

O

の共有点の x座標であるから，g(0) = −2であることに注
意すると，方程式 g(x) = kの解が異なる 2個の正の解と
1個の負の解をもつような定数 k のとりうる値の範囲は

−2 < k < 25 ……（答）

である．


